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「不本意非正規対策・学卒正社員就職実現キャンペーン」の実施について 
 
 

 雇用情勢が改善する中、岡山労働局（局長：三上明道）は、不本意ながら非正規

雇用で働く方の正社員転換や、未内定学生や進路未決定学生をはじめとする若者の

正社員就職の実現に向けた取組を強力に推進するため、平成 28年 3月末までを期

間として「不本意非正規対策・学卒正社員就職実現キャンペーン」を実施します。 

 

 

１ 不本意非正規の状況と岡山県内の非正規雇用労働者及び未内定学生等の状況 

  

① 【全国】「不本意非正規の状況」（年齢別・雇用形態別）（平成 26年平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料出所）総務省「労働力調査（詳細集計）」 

 

 

 
人数 （万人）       割合 （％）       

 全  体 ３３１ １８．１ 

１５～２４歳 ３３ １５．１ 

２５～３４歳 ８０ ２８．４ 

３５～４４歳 ７０ １８．７ 

４５～５４歳 ６５ １８．３ 

５５～６４歳 ６６ １６．９ 

６５歳以上 １９ ８．８ 

 
人数 （万人）       割合 （％）       

 全  体 ３３１ １８．１ 

パート １０１ １１．２ 

アルバイト ６４ １６．６ 

派遣社員 ４６ ４１．８ 

契約社員 ９０ ３４．４ 

嘱託 １９ １７．９ 

その他 １１ １６．４ 

【担当】 

岡山労働局職業安定部職業安定課 

 課   長     国只 達也 

 課長補佐     丸山 隆二 

 電 話 ：    086-801-5103 

 Ｆ Ａ Ｘ ：     086-801-4526 

岡 山 労 働 局 発 表 

平成 28 年 1 月 28 日 



2012年（平成24年） 

35～44歳 

57,000人 

25～34歳 

48,100人 

45～54歳 

50,000人 

55～64歳 

67,100人 

15～24歳 

32,900人 

65歳以上 

30,500人 

② 岡山県内の非正規雇用就業者の推移（就業形態別） 

 

（資料出所）総務省「就業構造基本調査」 

 

③ 岡山労働局管内の新規大学卒業者の就職内定状況と未内定者数の推移 

 

（資料出所）岡山労働局「新規学校予定者の就職内定状況調査」 

 

２ 岡山労働局における取組 

 

 （１）「未内定就活生の集中支援 2016」の取組 

① 大学・学校との連携による未内定学生や進路未決定学生に対する新卒応援ハ 

ローワーク等の利用勧奨の徹底とジョブサポーターによる個別支援 

② おかやま新卒応援ハローワークにおける各種セミナー等の開催 

③ 「若者たちの就職面接会」（県内約 250社参加）の開催（2月 15日（月）） 

（２）正社員希望者の正規雇用就職への支援徹底と正社員転換の働きかけ 

① 倉敷わかものハローワーク等におけるフリーター等の就職支援の徹底 

②  キャリアアップ助成金の活用等による正社員希望の非正規雇用労働者の正

社員転換等に関する県内経済団体及び管内企業への働きかけ 

③ フリーター期間の長期化に関する啓発の徹底 

（３）在職者を対象とした「職場定着セミナー」及び就職内定者を対象とした労働 

法や社会保険制度等に関するセミナー（2月 25日（木））の開催 
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非正規雇用の内訳 

（年齢階層別） 



 

 
・ 大学・学校との連携による未内定学生や進路未決定学生に対する新卒応援ハローワーク等 
 の利用勧奨とジョブサポーターによる個別支援の徹底   
・ おかやま新卒応援ハローワークにおける「自己PR強化セミナー」や「模擬面接会」等の 
 各種セミナーの開催 
・ 「若者たちの就職面接会」（ｼﾞｯﾌﾟｱﾘｰﾅ（平成28年2月15日（月）））等の県内企業との 
 就職面接会の開催 

不本意非正規対策・学卒正社員就職実現キャンペーンについて 
（平成28年1月～3月）〔岡山労働局〕 

１．「未内定就活生の集中支援２０１６」の取組 

 

 
・ 倉敷わかものハローワーク等における関係機関と連携したセミナー等の開催、個別支援に 
 よるフリーター等の正規雇用就職の促進 
・ キャリアアップ助成金の活用等による正社員を希望する非正規雇用労働者の正社員転換等 
 に関する県内経済団体及び管内企業への働きかけ 
・ フリーター期間の長期化に関する啓発の徹底 

２．正社員希望者の正規雇用就職に向けた支援の徹底と正社員転換の働きかけ 

       
 

 
・   在職者を対象とした「職場定着支援セミナー」の開催（倉敷会場：平成28年1月8日金）、 
 津山会場：1月12日（火）、岡山会場：1月14日（木）） 
・ 就職内定者を対象とした労働法や社会保険制度等に関するセミナー（「新入社員になる前 
 に知っておこう会社のあれこれ」）の開催（ﾋﾟｭｱﾘﾃｨまきび（平成28年2月25（木））） 

３．若年労働者の職場定着に関する取組 



　











職業訓練を通じて、企業に必要とされる
『もんげー』自分になろう！ 

１ 「高い就職率」 
 

コースによっては、１００％
のコースもあります 

２ 「未経験でも就職できる」 
 
・豊富なコース設定とカリキュラム 
・優秀な指導員の存在 

３ 「強力な就職支援」 
 
就職支援担当が万全の 
サポート 

４ 「資格取得も可能」 
 

科目修了時に取得できる資格と
任意に取得する資格があります 

職業訓練受講は、 

就職 への近道です 

５ 「ビジネススキルもＵＰ」 
ビジネスマナー、コミュニケーショ
ン力など社会人としての基礎力も
向上 

６ 「同じ目標を持った仲間 
 たちの存在」 
何事もお互いに支え合い、訓練
受講を通じて絆も深まります 

詳細はセミナーを聞いてみよう！（要予約） 

日 時 平成28年2月24日（水） 13：00～15：00 

場 所 倉敷わかものハローワーク「セミナールーム」 

                      『倉敷わかものハローワーク』 
 倉敷市笹沖１２７４－１  ゆめタウン倉敷駐車場内別館  ☎０８６－４３０－０７０５ 

お問い合わせ・申し込み先 

40歳以下対象 



主催：岡山公共職業安定所（おかやま新卒応援ハローワーク）   共催：岡山労働局 

労働時間 

就職内定者向けセミナーのごあんない 

日時：平成２８年２月２５日（木） 
   13：30～16：30 
    第１部：労働法の基礎知識・社会保険・税金のしくみ 
    第２部：ブラック企業対処方法 
        ～心構えと困ったときの対応についてお話しします～ 

 
場所：ピュアリティまきび 千鳥（岡山市北区下石井2-6-41） 

対象：平成２８年３月に大学等（大学・短大・専修等）又は 
   高校卒業予定者で、就職が内定している方 

※ 参加希望者は、２月１２日（金）までにおかやま 
 新卒応援ハローワークにお電話ください。  
 ☎086-222-2904 
  なお、高校生の場合は、先生に参加したい旨を 
 お伝えください。 

参加無料 

知らなきゃ損するよ。 

駐車場は当日満車の可能性があります。 
お車でのご来場は控えてください。 

私服でいいから気軽に 
来てくださいね！ 

法定休日 

最低賃金 

雇用保険 

所得税 社会保険 

有給休暇 





30 50



44.2%
29.9%

14.4%



You Tube



卒業者数に
占める割合

卒業者数に
占める割合

 (A) 卒業者数 8,157人 100.0% 564,035人 100.0%

 (B) 進学者 1,036人 12.7% 62,238人 11.0%

 (C) 就職者 5,850人 71.7% 409,710人 72.6%

 (D) 正規の職員等 5,315人 (65.2%) 388,578人 (68.9%)

 (E) 正規の職員等でない者 535人 (6.6%) 21,132人 (3.7%)

 (F) 臨床研修医（予定者を含む） 244人 3.0% 9,056人 1.6%

 (G) 専修学校・外国の学校等入学者 69人 0.8% 6,720人 1.2%

 (H) 一時的な仕事に就いた者 84人 1.0% 11,730人 2.1%

 (I) 上記以外の者 839人 10.3% 58,102人 10.3%

 (J) 進学準備中の者 30人 (0.4%) 2,697人 (0.5%)

 (K) 就職準備中の者 317人 (3.9%) 30,866人 (5.5%)

 (L) その他 492人 (6.0%) 24,539人 (4.4%)

 (M) 不詳・死亡 35人 0.4% 6,479人 1.1%

1,458人 17.9% 90,964人 16.1%

資料出所：「平成27年度学校基本調査」（文部科学省）

岡山県内の大学を卒業した者の状況（平成27年3月卒業）

安定的な職に就いていない者の数 （E+H＋I）

岡 山 全 国

大学

平成27年5月1日時点調査



不本意非正規対策・学卒正社員 
就職実現キャンペーン関連資料 

岡山労働局 
平成28年1月28日 
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                    ＜第二の矢＞ 
                  『夢を紡ぐ子育て支援』 
                   希望出生率 １．８ 
  
                ・結婚・妊娠・出産、子育て 
                 各段階に応じた総合的支援の充実 
                ・待機児童ゼロの実現に向けた取組  
                 推進 
                ・幼児教育無償化拡大 
                ・三世代同居・近居の促進 
                ・ひとり親家庭支援 
                ・児童虐待対策、社会的養護等の 
                 取組推進         等              
 
 

＜第三の矢＞ 
『安心につながる社会保障』   介護離職 ゼロ 
 ・都市部介護基盤の整備    ・在宅介護の負担軽減 
 ・介護休業を取得しやすい職場環境整備  
 ・予防重点化の医療制度改革  ・高齢者就労支援、高齢者世帯の年 
                 金を含めた所得全体の底上げ 

2 

一億総活躍社会の実現 

・多様な働き方改革 
・ワークライフバランス 
 （生産性向上） 
・賃上げ、最低賃金引上げ 

・非正規雇用の正規化 
                        
         等 
 

＜第一の矢＞           
『希望を生み出す強い経済』    
 ＧＤＰ 600兆円         
                 
・賃金上昇による消費拡大     
・投資拡大            
・生産性革命 
・投資、人材の日本への 
 呼び込み 
・地方創生の本格化  等 

 

安心・将来の見通し明確化 
による消費の底上げ・投資 
の拡大、労働参加率の向上 

成 
長 
の 
果実の分配 

１．新・三本の矢 

（資料出所）第１回一億総活躍国民会議資料一部改変 
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２．岡山労働局管内人口等の推計（2020，2030年） 

【現状】26年度の総人口は、約192 
万人（全国の1.5％）。24 年度の実
質県内総生産は、7 兆7,820 億円
（全国の1.5％）。26年度の労働力
人口は、95 万4 千人（全国の
1.4％）。過去10 年で5.5％の減。
就業者数は、92 万3 千人（全国の
1.5％）。過去10 年で4.4％の減。
産業別構成をみると、医療，福祉が
14.1％。製造業19.0％は、全国平
均15.8％に比べると高い。 

【推計】人口は岡山市推計である
が、2015年191.3万人。2020年に
△2.4%、190万人を切る。2030年には
△8.6%、170万人台になる。 
 15歳以上人口は、2014年166.2万人
が6年後2020年△1.4%、16年後2030年
△6.4%となる。15歳以上人口の減少
は人口減少よりも緩やかである。 
 その中で、どう労働力人口や就業
者人口を増やすかが、地方創生の成
否を担う。 注）出所）「平成27年度雇用政策研究会報告書」（12月1日・厚生労働省） 

       人口は、「岡山市人口人口ビジョン」より 3 
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２－２．岡山労働局管内就業者数等の推計（2020，2030年） 

 経済成長を達成できず、政策効果が
ほとんど出ないことにより現在の労働
力率が変化しない場合（経済成長と労
働参加が適切に進まないケース）を推
計すると、就業者は、2030 年には、
81.6万人と、2014 年の就業者数と比
べて△10.1万人（△11.0%）とな
る。 

 一方、幼児期から高齢期までの生涯
を通じた能力開発や長時間労働の抑制
等の全員参加の社会にふさわしい働き
方の構築をはじめとする各種政策の効
果や、人材不足分野対策の各種政策効
果が発現し、若者・女性・高齢者等の
労働市場への参加と経済成長が適切に
進む場合（経済成長と労働参加が適切
に進むケース）では、2014年の就業
者に比べ、2020年で1万人、1.1%
増、2030年で△1.4万人
（△1.5%）にとどまり、経済成長と
労働参加が適切に進まないケースと比
較すると8.7万人就業者が多くなる。 
  

   注）15歳以上人口は、2014年166.2万人。2020年163.8万人（△1.4%）。 
     2030年155.5万人（△6.4%）と減少する。 
   出所）「平成27年度雇用政策研究会報告書」（12月1日・厚生労働省） 

8.7万人 

4 
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（資料出所）  厚生労働省職業安定業務統計 



（資料出所）15年版労働経済白書ｐ193 

岡山 01年14位 11年23位 
 

４ 
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長時間労働削減推進本部（平成26年9月30日設置） 
（趣旨）  ・働きすぎ防止のための取り組み強化（「日本再興戦略改定2014」に掲載） 
       ・過労死等防止対策推進法成立⇒長時間労働対策強化 

（構成）本部長 厚生労働大臣 
     本部長代理 厚生労働副大臣（労働担当）、厚生労働大臣政務官（労働担当） 
     事務局長 労働基準局長 

過重労働等撲滅チーム等 
 

働き方改革・休暇取得促進チーム 
①本省幹部による企業経営陣への働きかけ 
②地方自治体との協働による地域レベルでの年次有給休暇取得促進 
③切れ目のない年次有給休暇取得促進 岡山労働局 

正社員転換・待遇 
改善実現本部 

（27年10月20日設置、本部長 岡山労働局長 副本部長 
総務、基準、安定各部長、均等室長） 

○労働局長が陣頭に立ち、地域における正社員転   
  換・待遇改善等を強力に推進 

地域ぐるみで働き方改革を推進するおかやま労使会議 
（27年10月26日設置、構成員 岡山県経営者協会、商工会議所連合会、中小企業団体中央会、商工会連合会、連合おかやま、中国経済産業局、 

岡山県、岡山労働局（両本部）） 
○趣旨 働き方改革推進上での課題等について、地方創生やワークライフバランス、女性の活躍推進等の視点も踏まえながら、若者や非正規雇用者
をはじめとする労働者の労働環境や処遇の改善等に向けた機運が高まるよう、地方公共団体や労使団体等の関係者と協議しながら地域の実情に応
じて、地域ぐるみで働きかた改革を推進する 

  岡山労働局働き方改革推進本部 
（27年1月9日設置、本部長 岡山労働局長、27年10月20日改組、副本部長 総務、基準、安定各部長、
均等室長） 
 

①労働局長、労働基準部長による企業経営陣への働きかけ（仕事の進め方の見直しに
よる時短など）②地方自治体、労使団体等との連携による働き方の見直しに向けた地
域全体における機運の醸成（年次有給休暇の取得促進等） 

企業の自主的な働き方の見直しを推進 

正社員転換・待遇改善実現本部（平成27年9月25日設置） 
（趣旨）  ・正社員転換・雇用管理改善の重要性指摘、非正規雇用労働者の正社員転換加速化が盛込まれた「日本再興戦略改定2015」に基づき実現プラン策定など
の取り組み強化     

（構成）本部長 厚生労働大臣 
     本部長代理 厚生労働副大臣（労働担当）、厚生労働大臣政務官（労働担当） 
     事務局長 職業安定局長 

正社員転換・待遇改善実現チーム 

５．岡山局における働き方改革推進等の体系 
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